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安全に関する指示 
このセクションで指定した対策以外にも一般に認められた安全手順に従う必要があります。本製品を組み込んだシ

ステムの全体的な安全性は、システム設計者の責任となります。 

シンボル 

これらの記号は重要な安全上の考慮事項を警告するために、プローブ本体またはこのマニュアルに記載されていま

す。 

 潜在的な機器の損傷に対する注意、または人身傷害に対する警告。怪我または損傷を防ぐため

に、付随する情報にも注意をしてください。条件が完全に理解され、満たされるまでは続行しない

でください。 

 
二重絶縁 

 
保護（グランド）端子 

Precautions 
人身事故や機器の損傷を防ぐため、以下の指示に従ってください。製品は指定された通りに使用してください。 

アースされた機器にのみ接続してください。BNC 入力がアースグランドに接続されている、互換性のあるテレダイン・

レクロイ製オシロスコープにのみ使用してください。プローブのリファレンスリードをアースグランド以外の電位に接続

しないでください。 

適切に着脱してください。プローブを試験回路に接続する前に、プローブをオシロスコープに接続してください。プロ

ーブをオシロスコープから外す前に、プローブ入力とリファレンスリードをテスト回路から外してください。感電によるけ

がや死亡を避けるため、プローブやプローブアクセサリを電圧源に接続したまま、接続したり外したりしないようにし

てください。 

過大入力を避けてください；全ての端子定格を遵守してください。感電や火災を避けるため、プローブリードにプロ

ーブの最大定格を超える電位を印加しないでください。定格の詳細については、各オシロスコープの製品マニュアル

を参照してください。 

プローブのケースを取り外さないでください。プローブのケースを外したり、露出した接続部に触れたりすると、感電

する恐れがあります。すべてのメンテナンスは資格のあるサービス担当者にお任せください。 

規定の動作環境内でのみ御使用ください。高湿もしくは爆発性雰囲気中では決して使用しないでください。製品の

表面を清潔で乾いた状態に保ってください。 

このプローブに互換性のあるアクサせりのみ使用してください。 

取扱注意。プローブの先端は非常に鋭利なため、正しく扱わないと皮膚に刺さるなど、身体に障害を与える可能性

があります。 

プローブアクセサリのフィンガーガードの後ろに指を入れてください。 

故障が疑われる場合は操作しないでください。使用する前に、プローブ本体、ケーブル被覆、付属品などに傷やその

他の損傷の可能性がないか、プローブとアクセサリを点検してください。もし部品に損傷がある場合、即座に使用を

中止し、プローブを取り外してください。 
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はじめに 
PP066は、SMAコネクタ付き 50Ω専用ケーブルを使用した÷10/÷20の高周波プローブで、伝送路の高速信号測定

に適しています。入力抵抗は、÷10 減衰プローブ抵抗装着時で 500Ωです。広帯域オシロスコープでの使用を前提

に設計されています。 

メモ：適切な減衰と広帯域性能を得るには、PP066 プローブを 50Ω入力のオシロスコープに接続する必要がありま

す。 

グランドピンはヒンジ付きでスプリングピンになっており、接触安定性を高めるとともに、密集した回路にプロービング

しやすくしています。 

プローブには以下が含まれます： 

• 入力抵抗を 1kΩにするための÷20減衰用プローブ抵抗器 

• RP4030 パワーレールプローブで使用するための÷1 ブラウザを作成するために使用できる 0Ω ピン（手順

については RP4030のマニュアルを参照してください） 

• BNC入力のオシロスコープに接続し、低周波での測定を可能にする SMA-BNCアダプタ 

標準アクサセリ 

PP066は、以下の標準付属品で出荷されます： 

• ÷20 プローブ抵抗 (数量 2) 

• ÷10 プローブ抵抗 (数量 2) 

• ÷1 0Ωピン付きプローブ抵抗（数量 1） 

• 標準 SMA-BNCアダプタ（数量 1） 

• 広帯域 SMA-BNCアダプタ（数量 1） 

（PP066 としてオーダーした場合のみ含まれます。） 

• プラスチック・ノーズハウジング 

• ユーザーマニュアル 

部品番号については、「交換部品」の項を参照してください。 

保証 

テレダイン・レクロイは、このオシロスコープ・アクセサリを出荷日から 1 年間、仕様の範囲内で正常に使用し、動作す

ることを保証します。スペアパーツ、交換部品、修理は 90日間保証されています。 

保証を受ける場合、テレダイン・レクロイは、保証期間内にカスタマーサービス部門または認定サービスセンターに返

品されたアセンブリを修理または交換します。ただし、これはテレダイン・レクロイの検査により、製造上または材料上

の理由で製品に欠陥があると判断された場合に限り、その欠陥が誤用、放置、事故、使用上の異常な状態、または認

定されていないサービス施設が修理や改造を試みたことに起因する損傷ではない場合に行われます。 

顧客はサービス工場への返送のための輸送費および保険料について責任を負います。テレダイン・レクロイは、すべ

ての保証対象製品を輸送費負担のうえ返送します。 

この保証は、明示または黙示を問わず、特定の目的または使用に対する商品性、適合性または妥当性の黙示的な保

証を含むが、これに限定されないその他のすべての保証に優先します。テレダイン・レクロイは、契約上の記述の如何

にかかわらずいかなる特別な偶発的、または結果的な損害に対して責任を負わないものとします。  
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仕様 
従来の PP066 トランスミッションライン・プローブとして使用する場合、以下の仕様となります。RP4030 を RP4000-

BROWSER として使用する場合の仕様については、RP4030取扱説明書を参照してください。 

公称特性 

入力ダイナミックレンジ ±15 Vrms 

システム減衰比 ±2%+50 Ω終端抵抗許容差 

入力抵抗÷10 500 Ω±2%+50 Ω終端許容差 

入力抵抗÷20 1 kΩ±2%+50 Ω終端許容差 

カップリング 50 Ω 

非破壊最大入力電圧 20 Vrms、40 Vpeak 

 

代表特性 

システム帯域幅（-3dB） DC～7.5GHz 

立ち上がり時間 47 psec 

入力容量 ÷10： 0.25 pF 

÷20： 0.4 pF 

 

環境特性 

動作温度 0℃～45℃ at 80% RH 

湿度 ≦ 80% at 31℃ max. 

高度 最大 3000 m 

 

物理的特性 

重量（プローブのみ） 26.5 g 

ケーブル長 1 m 
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操作 

プローブの取り扱い 

プローブの取り扱いや保管には十分注意してください。プローブは必ずプローブ本体を持って持ち上げてください。

プローブケーブルに過度の負担をかけたり、急激に曲げたりしないでください。 

プローブをテスト機器に接続する 

PP066 プローブは、テレダイン・レクロイのオシロスコープ用に設計されています。SMA-BNC アダプタを使用してプロ

ーブを任意のオシロスコープに接続すると、測定システム全体がオシロスコープ帯域幅と同じになります。標準の

SMA-BNC アダプタは、ProBus 入力のあるテレダイン・レクロイオシロスコープ（最大 4GHz）で使用します。4GHz 以

上で動作する ProBus2入力を持つ測定器には、広帯域の SMA-BNCアダプタを使用します。 

メモ：正しく動作させるために、オシロスコープの入力は 50Ωに設定してください。 

RP4000-BROWSER として使用するための RP4030 プローブへの接続方法については、RP4030 取扱説明書を参照

してください。 

プローブをテスト機器に接続する 

プローブの高性能を維持するために、プローブをテスト回路に接続する際には注意が必要です。入力経路の寄生容

量やインダクタンスを増やすと、リンギング"が発生したり、高速信号の立ち上がり時間が遅くなったりして、性能が劣

化することがあります。最高の性能を得るためには、プローブの本体を被測定回路に対して垂直に保ってください。 

オシロスコープの減衰比設定 

PP066プローブには ProBus インタフェースではないため、（入力）チャンネル設定ダイアログ Cn）でプローブ減衰量

を入力し、システム減衰比を手動で設定する必要があります。 

また、入力カップリングの変更に対応したオシロスコープを使用する場合は、チャンネルの垂直設定ダイアログを開き、

カップリング欄で DC50Ωを選択し、抵抗を 50Ωに設定してください。 

減衰抵抗の交換 

プローブ本体内の抵抗器を交換することで、減衰量を÷10、÷20、÷1 に変更することが可能です。抵抗器を変更また

は交換するには： 

1. ノーズハウジングを反時計回りに回転させ、ハウジング内の抵抗器を曲げたりねじったりしないように注意し

ながら、プローブ本体から引き離すようにして取り外します。 

2. 抵抗器をねじったり曲げたりせずに、プローブ本体からまっすぐ引き抜きます。 

3. 交換する抵抗の一端をプローブ本体にゆっくりと挿入します。 

メモ：450Ω（÷10）の抵抗には方向の指定があります。点線のある方の端をプローブ側に向けて配置してく

ださい。950Ω（÷20）の抵抗は、方向の指定がありません。 

4. ノーズハウジングを抵抗器の上に注意深く差し込み、プローブ本体にネジ止めして、再び取り付けます。 

5. 入力チャンネル（Cn）設定ダイアログで適切な減衰比を選択します。 

メモ：RP4000-BROWSER に 0Ω以外の抵抗が装着されている場合、RP4030 は正常に動作しません。RP4030 でブ

ラウザを使用する前に抵抗を変更し、0Ωに戻さない場合、オシロスコープに表示される電圧は不正確となります。入

力に直接接続した従来のトランスミッションライン・プローブとして動作させる場合でも、PP066 は ProBus インタフェ

ースではないため、Cnダイアログで減衰比やカップリングを手動で設定する必要があります。 
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クリーニング 

プローブとケーブルの外側は、水またはイソプロピルアルコールで湿らせた柔らかい布でクリーニングしてください。

研磨剤や強力な洗剤などの溶剤を使用すると、プローブを傷めることがあります。 

注意：プローブケースは密閉されていないので、絶対に液体に浸さないでください。 

接続アクセサリを挿入する前に、入力レセプタクルのゴミを取り除いてください。 

サービス 
故障したプローブはテレダイン・レクロイ サービス部に送っていただき、診断および交換を実施します。 

保証対象の故障プローブは修理もしくは工場整備品と交換します。保証対象外のプローブは工場整備品と交換出

来ます。この交換サービスには一定の費用がかかります。交換品のプローブを受け取るためには、故障したプローブ

を返送して頂く必要があります。 

交換部品 

説明 パーツ番号 数量 

プローブ本体 PACC-PB001 1 

プローブケーブル PACC-CB001 1 

÷10 抵抗器※ PACC-X1001 1 

÷20 抵抗器 PACC-X2001 1 

÷1 抵抗器/ピン 927419-00 1 

プラスチック・ノーズハウジング、黒 PACC-NH001 1 

SMA-BNCアダプタ（標準帯域幅 ProBus用） PACC-AD001 1 

SMA-BNCアダプタ（広帯域 ProBus2用） 928829-00 1 

* プローブ本体は、÷10抵抗と黒色プラスチック製ノーズハウジングが装着された状態で提供されます。 

プローブの返却 

校正やその他修理に関してはテレダイン・レクロイ・サービスセンターにお問い合わせください。 

連絡先、および御依頼品の送り先 

テレダイン・ジャパン株式会社サービスセンター 

〒183-0006 東京都府中市緑町 3-11-5 芳文社府中ビル 3F 

TEL: 042-402-9401 

FAX: 042-402-9583 

Email: lecroy.service.japan@teledyne.com 
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規格認証 
テレダイン・レクロイは、公開時点で以下の基準に準拠していることを証明します。現時点での認証については、納品

時に製品に付属する EC適合宣言文書を参照してください。 

EC適合宣言書-安全 

本製品は製品安全性に関する EC指令 2014/35/EUに適合します。本製品は、欧州共同体の公式ジャーナルに記載

されている以下の仕様に適合します。 

IEC/EN 61010-031:2015電子計測、制御、実験室使用電子機器への安全性要件－パート 031:電子計測および試験

の為のハンドヘルド・プローブ・アッセンブリの安全要件 

環境適合 

使用済み機器の取り扱い 

本製品には、電気・電子機器廃棄物（WEEE）に関する指令 2012/19/EC への欧州連合の要件に準拠して

いることを示す記号が付いています。 

本機器は国や地域によって異なる廃棄・リサイクル規制の対象となります。多くの国では一般的な廃棄物と

して電子機器を廃棄することを禁じています。お客様のテレダイン・レクロイ製品の適切な処分とリサイクル

の詳細につきましては teledynelecroy.com/recycleをご参照ください。 

有害物質規制(RoHS) 

特に定めがない限り、すべての材料およびプロセスは、RoHS 指令 2011/65/EU に完全に準拠しており、同指令のさ

らなる修正または変更を含みます。 

 

 



 

9 

 

933647-00 Rev A 

2021年 5月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


